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１．研究・技術開発戦略 ２．知財戦略

未来創造研究センター（２０１９年１２月開所）

知財戦略

経営戦略

事業戦略
研究・技術
開発戦略
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東レ事業拡大の歴史 –研究・技術開発こそ明日の東レを創る-

東レは過去９０年以上、先端材料を創出することで新しい価値を創造してきた
今後もコア技術を軸とした革新技術によって先端材料を持続的に創出していく

ヒートテック®は株式会社ファーストリテイリングの登録商標です。
レミッチ®は鳥居薬品株式会社の登録商標です。

１．研究・技術開発戦略
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～１９世紀 天然物 ２０世紀 新材料の創出と発展 ２１世紀 先端材料

金
属

無
機
材
料

有
機
材
料

鉄・鋼・銅

アルミ
ガラス

樹木、天然繊維

合成高分子

半導体

ナノカーボン

炭素材料

精密高分子

ステンレス鋼 高張力鋼

ジュラルミン

ＣＦＲＰ

光学機能材料

生体適合性材料

モビリティ 航空機 次世代
航空機

エレクトロニクス トランジスタ ＬＳＩ ＬＣＤ ＯＬＥＤ真空管

ゲルマニウム シリコン 化合物半導体

エンジニアリングプラスチック

ライフサイエンス コンタクト
レンズ 人工腎臓 カテーテル

光機能材料

無アルカリガラス

非石化ポリマー

Ｃ60 ＣＮＴ

有機・無機ハイブリッド材料

光画像性有機材料

バイオツール

先端材料が先端産業を創出する

エネルギー

自動車 合成ゴム
タイヤ

ＩＣ

ｘＥＶ ＦＣＶ高速鉄道

ＩｏＴ・５Ｇ

衣・食・住 合成繊維
海淡

水処理膜
次世代
建材

原子力 風力 太陽光水力 火力

鉄筋
コンクリート

大型
ドローン

スマート
テキスタイル冷凍食品

水素

１．研究・技術開発戦略
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技術センターの組織

（２０２１年１月１日現在）

１．研究・技術開発戦略
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グローバル研究・技術開発拠点

サンフランシスコ

TFE

ALCANTARA

TTS

TREC

TPA
AMRC
TAK

TARC
TFRC

TSWRC

TPCH

TPM

GNT

AMCEU

日本：基礎研究・先端開発

海外：現地ニーズを踏まえた商品開発

研究・技術開発拠点（２３）

海外情報拠点（２）

海外

CMA

ミネアポリス

CBT

ＴＴＲＬ

TAC
TMUS
TMOL

TAC

ＣFE

連結売上高（2019年度）：国内：9,617億円、海外：1兆2,529億円

１．研究・技術開発戦略
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基礎研究の重視
東レを指すキーワード

“超継続”が革新を呼ぶ

短期の利益だけを考えて研究・技術開発投資を
減らしたり、短期のテーマだけに集中すると、
将来のネタが枯れてしまう。

鎌倉
（35周年）

材料研究の
拠点

基礎研究所
［1962年開所］

鎌倉
（75周年）

ナノとバイオの
融合研究拠点

先端融合研究所
［2003年開所］

滋賀
（90周年）

未来創造型
融合拠点

未来創造研究センター
［2019年開所］

滋賀
（30周年）

中央研究所

［1956年開所］

パイプラインマネジメント

今のテーマ、次のテーマ、次の次・・・というように開発のステージごとに重点化

１．研究・技術開発戦略
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東レの研究･技術開発投資

1990

（億円）

2000 20101970 1980
（年度）

リーマンショック

ITバブル崩壊

バブル崩壊

連結単体

プラザ合意

第２次石油危機

第１次石油危機

“AP-G 2022”期間中（2020～2022年）
に２，２００億円規模を投資する計画

2020
［計画］

１．研究・技術開発戦略
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持続的成長を可能にするサイクル
１．研究・技術開発戦略
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新技術

極限追求

ユニークな特性
技術融合

時代の要請

マーケットニーズ
価値の定量化

ビジネスモデル

グローバル知財戦略
サプライチェーン

先端材料
の創出

材料の革新なくしては魅力ある新製品は生まれてこない

社会的課題への本質的ソリューション提供には材料革新が不可欠

日本流イノベーション

グローバル開発

技術革新による先端材料の持続的創出
１．研究・技術開発戦略
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１．研究・技術開発戦略 ２．知財戦略

未来創造研究センター（２０１９年１２月開所）

知財戦略

経営戦略

事業戦略
研究・技術
開発戦略
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事業戦略、研究・技術開発戦略と連動した”三位一体”の知財戦略

のもとで東レグループ全体の知財力強化を推進する知財部門

知財戦略
（知財部門）

研究・技術
開発戦略

（技術センター）

事業戦略
（AP-G役員会）

経営方針

成長分野でのグローバルな拡大

経営基盤強化

ＴＯＲＡＹ ＶＩＳＩＯＮ ２０３０

ＡＰ-Ｇ ２０２２ＡＰ-Ｇ ２０２２

競争力強化

２．知財戦略

“三位一体”の知財戦略
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① 経営方針に沿った知的財産戦略

② 権利取得の推進

③ 他人の権利の尊重

④ 自己の権利の正当な行使

事業戦略、研究・技術開発戦略との連動

出願・権利化戦略

防衛戦略

権利活用戦略

（１） 基本方針
２．知財戦略
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ポジションの正確な把握

知財知識の習得

質の向上

４．権利活用戦略３．防衛戦略 ２．出願・権利化戦略

知財マインドの向上

知財に強い企業 ＝ 高い“知財マインド”

１．経営方針に沿った知的財産戦略

（３） 基本戦略
２．知財戦略
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技術領域ごとに特許問題のすべてに対する
責任者として特許責任者を設定
→原則として技術部長クラス
→責任範囲の特許関連事項についてラインを超えて指示可能

特許責任者は関係する研究、技術、営業部署
メンバーを選定して「特許会議」を編成
→特許責任者の審議機関として１回／２ヶ月以上の頻度で特許会議

を開催し、各種特許活動の計画や実行状況をフォロー
→知財サイドの特許技術担当者は、担当特許会議のほとんどすべて

の業務を遂行

技術領域に関する特許問題は、同じ特許責任者、

同じ特許技術担当者が責任をもって処理する

＜特許責任体制＞

Ａ．経営方針に沿った知的財産戦略
２．知財戦略 （３） 基本戦略
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Ａ．グローバルな事業拡大に応じた東レグループの知財力強化

グローバル特許戦略責任体制

特
許
責
任
者

特
許
責
任
者

特
許
責
任
者

特
許
責
任
者

東レ 関係
会社A

特
許
責
任
者

関係
会社B

グローバル特許戦略責任者
(各技術分野の技術･生産担当役員)

国内 海外指揮･監督

東レ知的財産部門

関係
会社①

関係
会社②

アジア･アメリカ･新興国事業の拡大と
研究･技術開発のグローバル化

外国拠点における研究･技術開発成果を
知財権で適切に保護する必要

東レグループとしてそれぞれの事業分野
ごとのグローバルな特許戦略を

策定･推進する体制の構築が必要 支援･助言

事業のグローバル拡大戦略に合わせた特許戦略責任体制

＜グローバル特許戦略責任体制＞

２．知財戦略 （４） 中長期的な知的財産戦略
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